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天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
今
年
度
は
晴
天
の

も
と
２
月
６
日
（
金
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
新
記
録
を
樹
立
し
、
完
走
し
た
生
徒
た
ち
の
顔
は
達

成
感
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
心
を
込
め
て
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
豚
汁
を

頂
き
、
生
徒
た
ち
は
心
も
体
も
温
ま
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

 
 

  

 
２
月
26
日
（
木
）
に
、
農
業
ク
ラ
ブ
校
内
意
見
発

表
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
が
体
育
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
食
料
・
生
産
、
環
境
、
文
化
・
生
活
の
３

つ
の
区
分
に
分
か
れ
て
競
い
あ
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
生
徒
は
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出

場
し
ま
す
。
県
大
会
で
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

  

【
意
見
発
表
】 

 

食
料
・
生
産
「
は
る
か
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ク
ッ
キ
ー
編
」 

 
 

 

農
業
技
術
科
２
年 

園
田 
倖
平
（
元
岡
中
） 

 

環
境
「 

脱 

過
剰
農
業 

～
農
業
高
校
生
の 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

私
だ
か
ら
で
き
る
事
を
目
指
し
て
～ 

」 

 
 

 

農
業
技
術
科
２
年 

平
田 

み
ど
り
（
壱
岐
丘
中
） 

 

文
化
・
生
産
「
町
を
ひ
と
つ
に
」 

 
 

 

農
業
経
済
科
２
年 

松
山 

ち
ひ
ろ
（
前
原
中
） 

 

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
】 

 

食
料
・
生
産
「
誰
で
も
簡
単 

～
地
産
地
消
米
粉
レ
シ
ピ
で 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
メ
の
消
費
拡
大
～
」 

 
 

 

食
品
科
学
科
２
年 

片
峰 

真
社
（
福
吉
中
）
他
３
名 

 

環
境
「
糸
島
か
ら
全
国
の
畑
を
守
り
た
い
！ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
進
め
！
根
っ
こ
部
」 

 
 

 

農
業
技
術
科
２
年 

長
澤 

宗
亮
（
前
原
西
中
）
他
３
名 

 

文
化
・
生
活
「
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て
」 

 
 

 

農
業
技
術
科
２
年 

斉
藤 

比
呂
人
（
姪
浜
中
）
他
５
名 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

２
月
21
日
（
土
）
に
、
生
徒
お
よ
び
保
護
者
対

象
（
１
年
保
護
者
は
希
望
者
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

２
年
生
の
保
護
者
参
加
率
は
77
％
で
、
昨
年
よ
り

も
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
西
よ
り

「
就
職
状
況
」「
働
く
こ
と
に
つ
い
て
」、
ベ
ネ
ッ
セ

よ
り
「
高
校
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学

希
望
者
に
対
し
て
は
、
各
学
校
と
の
個
別
面
談
会
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
２
年
生
は

進
路
実
現
に
向
け
て
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
り
ま

す
。
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

２
月
18
日
（
水
）
に
生
活
科
学
科
１
年
生
が
、

生
活
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
校
外
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
博
多
織
工
芸
館
で
伝

統
工
芸
に
触
れ
た
後
、
筑
後
手
作
り
村
で
手
打
ち

そ
ば
体
験
を
行
い
、
秋
月
で
は
和
紙
漉
き
や
葛
餅

の
歴
史
を
学
ぶ
な
ど
、
今
後
の
生
活
科
学
科
の
専

門
分
野
の
学
習
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
て
も
充
実
し
た
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

３年１組（代表）中原 楓 

３年３組（代表）宮﨑 拓実 

３年２組（代表）柴田 將寛 

３年４組（代表）宮本 華奈 

 在校生総代送辞 

２年１組 斉藤 比呂人  

卒業生総代答辞 

３年４組 吉塚 あゆみ  

 

２
月
19
日
（
木
）
JA
糸
島
農
営
部
（
資

材
科
考
査
役
）
の
古
藤
俊
二
氏
か
ら
、
２

年
生
を
対
象
に
「
糸
島
発 

農
あ
る
糸
島

ラ
イ
フ
～
若
い
力
で
地
産
地
消
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

糸
島
市
の
農
業
経
済
に
つ
い
て
か
ら
始

ま
り
、
ク
イ
ズ
等
を
交
え
て
生
徒
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
は
「
強
い
心
を
も
て
」
「
正
し
い

心
を
も
て
」
「
温
か
い
心
を
も
て
」
な

ど
、
貴
重
な
言
葉
と
、
社
会
に
認
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
要
素
と
し
て
、
挨
拶
・
返

事
・
制
服
の
着
こ
な
し
や
、
敬
語
を
使

い
、
メ
モ
を
取
る
と
い
っ
た
、
基
本
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

  

 

１
月
26(

月)

に
、
果
樹
専
攻
の
２
年

生
が
、
Ｊ
Ａ
糸
島
営
農
企
画
課
係
長

（
果
樹
営
農
指
導
員
）
の
井
原
昌
己
氏

か
ら
、
糸
島
の
柑
橘
農
業
の
講
話
と
剪

定
ば
さ
み
の
研
ぎ
方
の
実
技
講
習
を
受

け
ま
し
た
。
真
剣
な
眼
差
し
で
丁
寧
に

研
い
で
い
き
、
初
挑
戦
に
も
関
わ
ら

ず
、
２
名
が
合
格
点
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「
こ
れ
か
ら
は
道
具
を
さ
ら
に
大
切

に
使
う
よ
う
心
が
け
、
実
習
を
頑
張
り

ま
す
」
と
最
後
に
元
気
よ
く
挨
拶
し
て

い
ま
し
た
。 

 

～
最
優
秀
賞
～ 

 

第
67
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
３
月
１
日
（
日
）
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
呼
名
で
の
大
き
な
返
事
か
ら
始
ま
り
、
３

年
間
を
振
り
返
り
在
校
生
に
向
け
て
贈
っ
た
答
辞
、
高
校

生
活
最
後
の
校
歌
を
立
派
に
歌
い
上
げ
、
在
校
生
に
素
晴

ら
し
い
後
ろ
姿
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
第
110
期
生
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

素晴らしい最後の

校歌でした！ 


